
 

               

 
 

和歌山市戦没者戦災死者合同追悼式の開催について 
 

 １．趣 旨 

  先の大戦による和歌山市内の戦争犠牲者は、市出身の戦没者８千余名、昭和２０年７月９

日の和歌山大空襲による死者は千４百余名と多きに及んでいます。 

本年は、戦後８０年にあたり、遺族にとって感慨深い年となります。 

いま私たちが享受する平和と繁栄は戦没者や戦災死者の尊い犠牲の上にあるということ

を改めて認識し、遺族の高齢化が進みどのように後世へ継承していくのかが課題となるなか、

市主催による戦没者戦災死者合同追悼式を、戦争の悲惨さと平和の尊さを後世へ継承するこ

とを目的として執り行います。 

 

２．主 催   和歌山市 

 

３．日 時   令和７年７月９日（水） 午前１０時から（午前１１時１５分頃終了予定） 

 

４．場 所   和歌山城ホール ４階大会議室（住所：和歌山市七番丁２５－１） 

 

５．参加予定数 約１００人（当日、一般参加含む） 

 
６．次 第 

  ・開式の辞    福祉局長          北山 英之（きたやま ひでゆき） 

  ・国歌・市歌斉唱 

  ・黙とう     

  ・式辞      和歌山市長         尾花 正啓（おばな まさひろ） 

  ・追悼の辞    和歌山県知事        宮﨑 泉 （みやざき いずみ） 

和歌山市議会議長      芝本 和己（しばもと かずき） 

和歌山市遺族連合会会長   磯貝 靖弘（いそがい やすひろ） 

           和歌山市戦災遺族会理事長  田中 誠三（たなか せいぞう） 

  ・千羽鶴奉納   和歌山市立伏虎義務教育学校・和歌山市立八幡台小学校 

           和歌山市立砂山小学校・和歌山大学教育学部附属小学校・中学校 

           精華学園高等学校和歌山校 

  ・献花     

  ・語り部     和歌山市遺族連合会代表 

           和歌山市戦災遺族会代表 

  ・平和への思い  和歌山市立伏虎義務教育学校 

  ・閉式の辞    福祉局長          北山 英之 

 

７．資料の展示 

  式場前のロビーにおいて、一般財団法人太平洋戦全国空爆犠牲者慰霊協会、昭和館及び市

立博物館の協力により写真パネルや資料の展示。 

担 当 課 高齢者・地域福祉課 

担 当 者   宮地・小南 

電    話 （073）435－1063 

内  線  5260，5268 

資 料 提 供 

令和７年７月３日 


